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高砂青松ロータリークラブ

世界への
プレゼントになろう

本誌は，職場や家庭に持ち帰って，皆さんでご一緒にお読み下さい

田中　伸明
つたない会長ですが、一年間よろしくお願い
します。

濵田　喜重
副会長として今年度１年間勉強をし、本年度
は田中会長をささえていきたいので、よろし
くお願いします。

村上　則宏
今年度幹事を仰せつかりました村上です。
１年間宜しくお願い致します。

坂口　嘉久
本年副幹事をさせていただきます。
精いっぱいがんばります。
よろしくお願いします。
田中会長、村上幹事よろしくお願いします。

都倉　達殊・岩﨑　勇人・小西　文孝
京谷　愼平・内海　　 薫・矢野　　 聡
砂川　仁史
新年度が始まります。
会長、幹事、理事役員の皆様、頑張って下さい。

菱田　克己
会長、幹事さん、がんばって下さい。

増田　耕太郎
新年度を迎えました！
田中会長、村上幹事、理事、役員の皆様どうぞ
よろしくお願い致します。

廣瀬　明正・佐野　栄作・櫻井　宣孝
菊地　敬子・庄司　 　武・柿木　國夫
松下　和雄・濱中　幹雄・藤本　明久
西田　光衛・北田　伸一・鹿間　行雄
鹿間　   美・井野　隆弘・大橋　卓司
青柳　　 淳・伊藤　勝之
田中会長、村上幹事の新年度スタートを祝して。

北田　伸一
結婚記念日の御祝ありがとうございました。

志方　正昭
誕生日祝いいただき、ありがとうございます。
田中会長、村上幹事、一年間御世話になります。

坂口　嘉久・大村　裕史
誕生日お祝い有難うございました。

中谷　利幸
花を飾りましょう。

伊藤　勝之
早退します。

7 月 8 日（水）

臨時総会

7 月 15 日（水）

各委員会
事業説明

7 月 22 日（水）

各委員会
事業説明
（前週の続き）

7 月 29 日（水）

Ｒ情報委員会
担当卓話

「日々勉強してよい友をもつ、これが人生“最上の楽しみ”」
渋沢栄一の“論語の読み方”の最初の項目です。
私は、今年度の会長方針として“ロータリーを楽しもう”という
テーマを掲げましたが、ロータリーを本当に楽しむには、ロー
タリーを勉強して、知ってこそ本当に楽しめるのではないで
しょうか。
ロータリーには、皆さんご存知のように二つのモットーがあり
ます。
Service Above Self（超我の奉仕　他人のことをおもいや
り、他人のために尽くす）
自分のことよりも、先に他人のために尽くすことは、やがて巡り
めぐって自分の人生を照らし、自分の人生を明るくする。と言っているのです。
One profits most who serves best（最もよく奉仕するもの、最も多く報いられる）です。
自分と自分の企業の倫理性を高めていくことが、自分と自分の企業の信用を高めて行き、結
果的に、企業の安定的かつ永続的な利潤を確保していくことにつながるのです。
そしてまた、定款第４条「ロータリーの目的」には、
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにあ
る。具体的には、次の各項を奨励することにある：
第１　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；
第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、
　　　社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること；
第３　ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、
　　　日々、奉仕の理念を実践すること；
第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、
　　　親善、平和を推進すること。
という４項目が示されています。
これは、各人が職業を通して、世のため、人のため、愛の心を持って他人の役に立つことを行
い、現在よりもさらによい社会を築いていこうということを示しています。
ロータリーの目的は、最も大切でこれを知らないでロータリーを語ることはできないといわれて
いるほど大切なものですが、翻訳文が難しくてあまり親しみを持てないのが現状です。難しく
している一番の原因は「Ideal of Service」を「奉仕の理想」と訳していることにあります。
全世界のロータリークラブの例会がいつどこで開催されているかを、すべて掲載している  

オフィシャル・ダイレクトリーという本の裏
表紙に、奉仕の理想をわかりやすく説明し
ています。
「ロータリークラブは人に対する思いやり
や、人のお役に立つということ、という奉仕
の理想という基本理念を持っている。」
また、久野P.G.は、奉仕の理念を「人様の
お役にたちたいという気持ち」と意訳して、
ロータリーの目的は自己の職業の基礎に
「人様のお役に立ちたいという気持ち」を
置く人間を作ることである。と言っておられ
ます。
１９３７年のニース大会においてＲＩ会長
のウィル・メーニアＪｒ.は「誰かがthe ideal 

of serviceとは、他人のことをおもいやり他人のために尽くすことだと定義しました。他人のこ
とを思いやり他人のために尽くすことを通じて、ロータリアンは自らの職業の規範を高めなが
ら、国際理解と親善と平和を推進するために自らの地域社会に役立つように努力していま
す。」と言っていますが、これはロータリーの目的を短くわかりやすく説明していると思います。
Serviceという単語を、単純に「奉仕」と訳すことには、大きな問題がある。と言われています
が、辞書を調べてみますと、基本的な意味として“役立つこと”と載っています。また、接客、
サービス、もてなしという意味もあります。
また、ロータリーは行動哲学ですから、まず実行ということが必要なのです。
ポール・ハリスは「ロータリーは、親睦と奉仕の調和の中に宿る」と言っていますが、２０世紀
の初頭のロータリアンたちは、親睦と奉仕ということについて、クラブの中と外に分けて、クラ
ブの中では、親睦のうちに奉仕の心を作る。そして、クラブを一歩外へ出たらそこはすべて奉
仕の実践の場であると考えていました。これは今でも変わっていません。
Enter to learn and Go forth to serve（入りて学び、出でて奉仕せよ）という言葉が入口に
掲げていますが、「入りて学び」とは、親睦の内に奉仕の心を学ぶことであり、「出でて奉仕せ
よ」とは、クラブで学んだ奉仕の心を行動に移す、即ち奉仕の実践をせよということでありま
す。このようにロータリーの中心概念は、親睦と奉仕であります。
「ロータリーが本来考えている親睦というのは、例会における出会いを尊重して、己の至らざる
ところを他のロータリアンに学ぶ親睦、お互いに学び合う親睦であります。これを精神的親睦
といいます。」と深川P.G.は、言っておられます。
またガイ・ガンディカーは、「ロータリーの親睦は、根底にあるものであって、それそのものが目
的ではない。そして良き親睦は、次のような行為で培われる。それは、①真心の付き合い②対
等な付き合い③心を開くこと④ウィットに富んだ行動⑤思いやり⑥相手の立場を考えた距離
感のある礼節⑦紳士的な振る舞いと思慮深さ　である。」と言っています。
奉仕を理解するためには、まずロータリー運動というのは倫理運動であるということを心にと
めておきたい。と深川P.G.は言っています。すなわち、ロータリークラブは寄付団体でも慈善団
体でもボランティア団体でもなく、ロータリアンに奉仕の心を授け、倫理を提唱していく団体、
即ちロータリアンの心の開発を第一義とする団体なのです。また、職業奉仕の心は、これを一
言で集約すれば、「相手に対する思いやりの心」即ち、「愛の心」なのであります。
また、安平P.G.は「ロータリーは、確かに倫理運動ではあるが、ただの倫理運動ではない。職業

人の経営哲学、経営の帝王学なのです。さらに、お金の儲け方を教えてくれる職業倫理運動
なのです。そして、この中心思想がThe ideal of service（奉仕の理想）という考え方でありま
す。」と言っておられます。
原理・原則にのっとった職業奉仕活動によって得た正当な利益を原資にして、個人としても団
体としても、他人のことを思いやり、他人のために尽くす社会奉仕活動の実践をするのが、ロー
タリーの正しい姿ではないでしょうか。と田中毅
P.G.は言っておられます。
よく言われますように、会長は天皇にあたり、執行
権限は何も持っていません。クラブの象徴なので
す。クラブ管理の実権は、すべて幹事が握っていま
す。
では会長はというと、例会でロータリーの夢のある
ところとか理想論をしゃべって、アドバルーンをあ
げることにあります。と深川P.G.は言っておられま
す。
今年度のＲＩ会長は、スリランカのK.R.“ラビ”ラビ
ンドラン氏です。
そして、２０１５～１６年度の私たちのテーマは「世
界へのプレゼントになろう」です。
地位や身の上にかかわらず、才能、知識、能力、努
力、そして献身と熱意など、誰でも与えることのでき
る何かをもっているはずです。私たちは、ロータ
リーを通じて、これらを世界にプレゼントすることで、誰かの人生に、そして世界に、真の変化
を起こすことができるはずです。と、ラビさんは言っておられます。また、入会動機は親睦をた
のしみたかったからということです。
また、今年度の２６８０地区のガバナーは、神戸西神ロータリークラブの丸尾研一氏です。
そして、ガバナー補佐には、加古川ロータリークラブの長谷川昌美氏が就任されました。
今年度の活動方針は
１、親睦活動の推進　　     ２、４つのテストの実践
３、会員の増強と研修　  ４、出席率の向上             ５、広報活動の強化
を掲げていますが、
これに加えて、武田契一先生による学習障害（ＬＤ、ＡＤＨＤ、アスペルガー障害）の講座を、
前年度、今年度、次年度と３年度にわたり、中学校、小学校、幼稚園の先生方およびご父兄の
方々を対象に、開催します。並びに、今年度の高砂青松ロータリークラブ主催の合同例会に
も、武田契一先生をお招きして学習障害について語っていただきます。
また、創立会員の皆様には、クラブの研修リーダー的な立場に立って、ご指導よろしくお願いし
ます。

この一年、ロータリーとは何か、ロータリーはどうあるべきかを
皆様と一緒に考えていきたいと思っていますので、よろしくお願いします。

田中 伸明会長

牛フィレステーキ重 幕の内弁当 えびあなごちらし寿し 牛フィレかつめし

（　　　　　　　）定款・細則・
決算・予算承認
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を掲げていますが、
これに加えて、武田契一先生による学習障害（ＬＤ、ＡＤＨＤ、アスペルガー障害）の講座を、
前年度、今年度、次年度と３年度にわたり、中学校、小学校、幼稚園の先生方およびご父兄の
方々を対象に、開催します。並びに、今年度の高砂青松ロータリークラブ主催の合同例会に
も、武田契一先生をお招きして学習障害について語っていただきます。
また、創立会員の皆様には、クラブの研修リーダー的な立場に立って、ご指導よろしくお願いし
ます。

この一年、ロータリーとは何か、ロータリーはどうあるべきかを
皆様と一緒に考えていきたいと思っていますので、よろしくお願いします。



第１回    通算１６５４回

※近隣ロータリークラブにつきましては、「近隣クラブINFORMATION」をご覧ください。

１．７月のロータリーレート
１ドル＝１２４円と本部より連絡あり

２．２０１５－２０１６年度米山奨学セミナー
７月２５日（土）神戸ポートピアホテルにて開催されます。当クラブより田中会長、村上幹事、増田会員が
出席します。

３．２０１５－２０１６年度国際ロータリー第２６８０地区
第３３回インターアクト地区年次大会が８月２３日（日）２４日（月）国立淡路青少年交流の家にて開催さ
れます。参加希望の方は７月１０日締め切りまでに申し込んで下さい。（回覧）

４．第１３回日韓親善会議の案内がきています
参加希望の方は７月１０日締め切りまでに申し込んで下さい。（回覧）

５．高砂市学校保健会より
７月９日（木）午後２時～高砂市文化保健センターで学校保健会総会に参加依頼がきています。
講演内容：子供ネット会議所　代表：井島信枝様　演題「スマホやゲームに振り回されない子供を育てるには」

６．週報３４号　加古川ロータリークラブ　
納涼例会が７月３０日→２８日（火）の誤りです。

７．大阪府立病院入院中の岡本会員の近況報告

例会記録　2015. 7.  1（水）　通算1756回

  「君が代」「我等の生業」「四つのテスト」ソ　ン　グ

出 席 報 告  　　６月１９日 会員数４７名　  欠席者 ３名　  出席率　 91.67％ （修正による）
 （この内出席免除者　１３名） 

 　　７月　１日 会員数４５名　  欠席者 ６名　  出席率　82.35％
 （この内出席免除者　１１名） 

誕  生   祝 西中　亮二会員
坂口　嘉久会員
澤田　孝彦会員

大村　裕史会員
志方　正昭会員

結  婚   祝 北田　伸一会員

幹 事 就 任 挨 拶幹 事 就 任 挨 拶幹 事 就 任 挨 拶幹 事 就 任 挨 拶

「いつも笑顔で明るい挨拶に務めます」
この度２０１５－２０１６年度高砂青松ＲＣ幹事を仰せつか
りました村上です。
入会して５年目になりますが、クラブ会報委員会２年と去年
が副幹事でクラブ奉仕委員会に属しただけですので、クラ
ブの全ては全く把握できていません。
２月の補助金セミナーから３月の地区大会、４月の地区研
修会、５月の会員増強・拡大セミナーと出席させて頂いて少
しずつロータリーを理解しているところですので、どうぞ温
かい目で見守って頂けたら幸いです。
地区研修会で幹事の主な責務はクラブの効果的な運営を
支える事だと教わりました。前幹事の藤本さんは、クラブの全ての実権を握る内閣総理
大臣のようなものだと言われていましたが、私自身は、会長、理事役員、各委員会の委員
長と協力してプログラムのスムーズな進行、楽しくて為になる例会の運営に努める事だ
と解釈しました。
その為の第一歩として「いつも笑顔で明るい挨拶に務めます」をスローガンに励みます
ので、ご意見、ご希望などありましたら何なりと仰せ付け下さい。
ロータリアンの３大義務の一つである１００％例会出席を目指して頂き、皆さんが毎回
例会に出席して頂くだけで、活発な例会に繋がると私は信じています。どうぞ皆さんの
ご協力を宜しくお願い申し上げます。

最後に私の大好きなみやざき中央新聞を皆さんに差し上げま
す。ちょうど私の誕生日の６月８日発行の新聞です。その中の
小玉宏さんの言葉「今までと同じ道を歩んでいたら、今までと
同じ扉しか開かんのじゃ！」という記事に感動しました。
どうぞ、お家に帰って家族の方にも見せてあげて下さい、きっ
とみんな元気がでますよ。

（注）高砂青松ロータリークラブのホームページにも掲載しています。……ホームページの情報の方が早く把握できます。

ク ラ ブ 名 日 　 時 ・ 場 　所変更内容

７月２０日（月）　【定款第６条第１節（Ｃ）】休　　会

休　　会 ８月１１日（火）　【お盆休み】

加古川ロータリークラブ 納涼例会 ７月2８日（火）１８：００～
於；セトレハイランドビラ姫路

姫路南ロータリークラブ ７月１３日（月） 西播第一グループ合同例会
於；姫路商工会議所２階大ホール１１：３０～合同例会

加古川中央ロータリークラブ ７月３０日（木）１８：００～　於；加古川プラザホテル１Ｆボールルーム最終例会

休　　会 ８月１３日（木）　【お盆休み】

納涼例会 ７月２２日（水）→２３日（木）１８：３０～於；　のや

加古川平成ロータリークラブ 会場変更 ７月１５日（水）於；加古川プラザホテル２Ｆ「のじぎくの間」

７月２９日（水）　【定款第６条第１節（Ｃ）】例会取り止め

村上 則宏幹事



５

１２

１９

２９

休会（お盆休み）

卓話【増強職業分類委員会】

卓話　辻田会員担当

納涼例会（９／２例会分）
於：天山閣
【親睦・出席委員会】

２６ 卓話　高砂市消防署長
田付　昌也様

理事・役員会議事録

会　員　数
出　席　数
メークアップ
欠　席　数

（ 出 席 免 除）

６/３
４７
３２
７
０
１３

６/10
４７
２９
５
４
１３

６/１９
４７
２２

１３

６/２４
４７
３６

１３

5/13
４７
３９
３
１
１２

5/20
４７
３７
１０
１
１３

5/27
４７
３９
８
２
１３

78.26％
76.77％

修正出席率
修正出席率

メークアップ率 
メークアップ率

96.52％
         ％

18.41％
         ％

本クラブ出席率
本クラブ出席率

①  出席報告
5月度
6月度

通　算
2015～2016

日
場　所

第４６１回
第1回

平成27年7月1日
高砂商工会議所

臨時出席者
廣　瀬
青　木
内　海
大　村
都　倉

   田 中（伸）
濵　田
村　上
岡　本
濱　中

○
○
○
×
○

坂　口
藤　本
佐　野
大　橋
小　西

○
×
○
○
○

○
×
○
○
○

　　　　

報告事項： 出席報告（濵田 喜重）
会費納入状況（岡本 崇司）

（後記参照①）
６月末　100％

議案事項：

会長挨拶： 田中会長

高砂青松ロータリークラブ 出席者

１．前年度決算の件………………………………………………………………………………… 承認

２．事業計画および予算（案）の件 ……………………………………………………………… 承認

３．７月、８月のプログラムの件（後記参照②）

①　納涼例会の件　９／２　→　未定　９／５（予定）

４．会費納入方法確認の件 ……………………………………………………………………… 承認

５．社会奉仕委員会に係る事項の件 …………………………………………………………… 承認

①高砂市社会福祉協議会団体会費１０，０００円 ………………………………………… 承認

６．「たかさご万灯祭２０１５」協賛の件　２０，０００円 ……………………………… 承認

７．定款第９条第３節（ｂ）に定める出席規定免除適用申請者の件……………………… 承認

　　１名（伊藤　勝之会員）

８．Face Book管理について…………………ハリマニックスでＨＰ及びFace Book管理する

９．その他

②  ７、８月のプログラム
８　月７　月

１

８

15

29

臨時総会
【定款・細則・決算予算承認】
ガバナー補佐就任挨拶

会長・幹事就任挨拶

各委員会事業説明

卓話【ロータリー情報委員会】

22 各委員会事業説明（前週の続き）

元ガバナー補佐増田会員担当


